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　　　　　131Csと201T4による各種心疾患の検討
　札幌医科大学　放射線科
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　，”’Csまたは…Tτによる心筋scintigraphyを67例に

行い、内i3・Cs　25例、2・1Te42例につき検討を行い結果を

得たので報告する。

　検査対象及び方法

　scan施行例は虚血性心疾患47、弁膜疾患12、先天性

心疾患3、心筋炎2、転移性腫瘍3例で、1・・Cs及び

・・iT4とも左前斜位、前面及び左側面scanを行つた。

　結果

　1）ls・　Csと…Tεscanによる心電図との不一致例は

各1／16、EV31であった。

　2）マルフアン氏症候群1例を除いて虚血性心疾患

以外ではRI集楮低下を認めなかつた。

　3）虚血性心疾患で心電図との不一一致例は6／47で、

内4例（tS・Cs　191r　2・iTe　3例）はR　I集積低下部位無し、

2例（2・iTe例）は部位の不一致を認めた。

　4）不一致例は初回発作後scan施行期間に間隔があ

つたか、又は冠拡張剤等投与によるものと推定したc、
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　　　　　心筋イメージングに対する、Glucose－I

nsulin静注法の応用
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　虚血性心疾患に対する心筋イメージングは現在、心
筋硬塞の硬塞部位、及び心室癌の検出に有用な方法で

あり、心拍連動装置の併用により、その検出率はより

増加した。また運動負荷后の心筋イメージングは、負
荷前に比して、心筋へのとり込みが増加するという報

告もある。今回我々は、心筋へのT1のとり込みを増

加させる目的で、生犬を用い、Gluco8e一工nθulin

静注法を試みた。

　　　方法

　麻酔下生犬を用い、Gluco8θ一工n8uユin静注を施

行后、T1にて心筋イメージングを施行し、同一犬に

て未処置の場合と比較した、Glucose一工n8uユinの

割合は、GluCOSe　25　9／Lに対して、Regula・In・ulin

5単位、10単位、及び20単位として、おのおのについ

て、Tユによる心筋イメージを作成した。　T　1は015

0P／kとし、　Glucose－Insulinの注入速度は1m
L／thと一定にした。またGlucose一工nsulin注入

后の時間を、30分、1時間、2時間に分け、おの：bの

を比較した。麻酔下生犬の位置は、シンチカメラに対

して右側臥位とし、コリメーターは140Kを用いた。
データ作成にあたつては、心筋イメージングと同時に

心電図を連動させ、k・のおの同時に、コンピユーター

上の64×64マトリツクス上のアドレスに変換され、

コア上に自動的に格納された。Tユのとり込みの比較

には、Tユ注入后2分、5分、10分后の心筋イメージ

ングの、心筋におけるR工活性値の測定、及び肝臓と

心臓のRI活性値の比較によつて行つた。また、T1
注入后2分、5分、10分の採血により、T1の減衰曲
線を作成し、同時に血清Kの値も測定した。

　　　成績

　Gユuco8e－lnSUIin静注后の心筋イメージングは

GユucOse259／L、In8uユinIO単位静注后30分の
Tユ心筋イメージが、心筋へのTユのとり込みが、最
も良い様に思われ、未処置の心筋イメージングよbも

明らかにTユの集積は増大した。
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